
平成２７年８月２５日 
九州電力株式会社 

 

川内原子力発電所 1号機の状況について《日報》 

（８月２５日１２時現在、復水器細管点検結果及び出力上昇予定） 

 

 
内  容 

 
 
 
 
 
 
 

実 績 

 
 
 
 
 

［発電機出力］ ７５％出力保持中〈２５日１２時現在〉 

［主要工程］ 

ｏ１次系（原子炉関係） 

な し 

ｏ２次系（タービン・発電機関係） 

・復水器の点検を実施（８月２１日より開始） 

 海水混入の原因として特定した細管は、５本以外にないこと
を確認 

 予防施栓を含め、計６９本の細管（Ａ水室全数の約 0.5％）
に施栓後、復水器の復旧を行い、８月２７日に出力上昇予定 

［検査関係］ 

ｏ定期事業者検査（施設定期検査項目） 

な し 

 ｏ保安検査 

・原子炉の起動時に係る保安検査（８月３日より開始） 

 
 
 
 
 
 
 

予 定 

 
 
 
 

［主要工程］ 

ｏ１次系（原子炉関係） 

な し 

ｏ２次系（タービン・発電機関係） 

・復水器の点検（施栓、復旧）を実施 

［検査関係］ 

ｏ定期事業者検査（施設定期検査項目） 

・８月２６日 蒸気タービン開放検査 

 ｏ保安検査 

・原子炉の起動時に係る保安検査 

8 月 25 日 
12 時 
 

8 月 26 日 

8 月 24 日 
10 時 
 

8 月 25 日 
12 時 

〜

〜



川内原子力発電所１号機の再稼働工程 

再稼働 

工程 

 

 

平成２７年８月２５日 

7/15 
▼ 

２次系クリーンアップ 

7/18 
▼復水器真空上昇 

8/5
▼ 

8/3 
▼                             原子炉の起動時に係る保安検査 

機能検査 

※ＲＣＳ：１次冷却系統

7/20 
▼ 

7/25
▼ 

8/3
▼

8/10
▼ 

7/10
▼ 

7/7
▼ 

 燃料装荷

7/13
▼ 

7/20 
▼ 

原子炉容器組立 

ＲＣＳ※ 
漏えい検査

原子炉格納容器
全体漏えい率検査

7/26
▼

8/1
▼

上記検査期間には、系統構成等の準備作業を含む

炉物理検査
8/14
▼発電再開(並列) 

8/11 
▼原子炉起動 
▼原子炉臨界

100%

8/11
▼

8/13
▼タービン起動 

95%
75%

50%

30%

定格熱出力一定運転 

8/13
▼
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【凡例】 
:１次系 
:２次系(蒸気) 
:２次系(水) 
:海水系 

別紙参照 



復水器Ａ水室 対象細管位置図 

 

別 紙 

：施栓（５本） 

：予防施栓（６４本） 



 

 

施栓 
（栓を締め付け） 

参考１ 

チタン製の栓を細管

端部へ差し込む 
（締め付け前） 

※細管の反対側の端部にも施栓を行う。 

ゴム チタン 

栓 細管

復水器細管の施栓方法（イメージ） 

チタン 



海水混入が認められた細管の位置的環境 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ復水器 
（高圧タービン側より見る） 

Ａ

Ａ

ＡＡ断面 

受衝板

受衝板

復水器内への 
海水混入箇所

復水器内への
海水混入箇所 

第６高圧給水加熱器
非常用ドレン入口 

第６高圧給水加熱器 
非常用ドレン入口 

予防施栓 

○復水器内への海水混入が認められた細管の位置は、高温で流量及び流速が大きい第６高圧給水加熱器非常用ドレンの入口近傍で

ある。通常、このドレンは、プラント起動時の水質調整時にのみ復水器へ流入する。 

○ドレン入口部に設置している受衝板に衝突したドレンが更に細管又は管支持板に衝突し、復水器への海水混入に至った可能性が

考えられる。 

参考２ 


